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要旨：「日本語研究文献閉録・雑誌繍を資料にして，各研究分野・話題についての文
献数の推移，著者数，雑誌数の増減などを通じて，過去30年間の国語研究の動きを統計
的に概観した。
キーーワード：触本語研究文献羅録・雑誌織，国語学の動向，fl国語年鐵
Abstraet　：　gsing　the　Periodicals　Section　ef　tke　General　Bibliegraphy　of　Japanese
Language　Studies　（Kokugo　Nenkan）　of　the　last　thirty　years，　a　statistical　study
was　conducted　to　trace　the　changes　in　the　frequency　of　problems　treated　and
number　of　authors，　as　we｝1　as　that　of　publications　of　joumals．
Key　werds　：　General　Bibliography　of　JaPanesie　Linguistic　Studies，　trends　in
Japanese　Linguistics，　Kol〈ugo　Nenkan
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Q．はじめに
　ig8S年7月にフロッピーディスクの形で刊行された劉語学会。国立国詔研究藪編r日本
藷研家文献塚録e雑誌編」（以下，r屈録」と略す〉は，国語研究飯で編纂しているr国
語年鑑」の昭和29蕉版〃日和60薙版の「維誌論文一覧」の部分を合岱。編集したものであ
る。
　この「目録」は，紙ではなく羅臼媒体で出版されたということもあって，取り扱い，特
に検索の便の良さが期待されているが，昭録」からわかることは，文献の題臼。著者。
掲載誌など，主として研究の内部には立ち入らないことがらである。
　このようなものが出飯された背景として私は，以下のような状況を想定している。
　ひとつには，嘱目出山の進展にともなう文献麗の増大と研突目野の細分化という事態に
対する認識である。例えば，rあと五十無ぐらいのうちには，〔國語学の〕ある轡門分野
についての文献を一通り読み，理解し，自分のものとするために，学閣生活の最初の二，
三十無」を費やさなければならないだろうから「読むべき文献を精選するには，データバ
ンクを整戯しなければな」らないというような指摘（文献1）がある。
　ふたつには，国削回の持っている資料志向である（注i）。国語学は，もともと資料志
向にあったが，近矩のデータ蓄積の電子化におよんでその傾向はますます加速度をますも
のと思われる。目測史9方雷◎雷譜社会学などの研究は研究対象としての文献資料やデー
タを絶対幌する風潮がある。需語喜瑛の報欝が解釈・理論と駄目に重要視されているから
である。これは，近代科学のi墓本理念であった素朴な実証主義的方法（事実の蓄穰から帰
納によって一般的原理を導き出し，知識の確実性を増してゆくという方法）が，まだ根強
くそして無鋤判に受け入れられていることを意妹する。「匿録」の出規は，この跨線の延
長線上にあって，言語研究事実の蓄積から口悪研究の発展を期待しようとするものであろ
う。
　以上の状況には，つぎのような疑聡をさしはさむ余地があるだろう。
　まず，確かに，国語研究に関する文献の生繭墨は増えているが，「目録」に採録されて
いる文献のうちの約3鈴の1は非研究的な文献（薩筆，対談，コラムなど）と考えられる
こと（油2）。
　次に，文献数や研究者数が増えてくれば，おのずと一種の取捨選択が行われるというこ
とである。いわゆるマタイ効果（淺3）と称される，権威による序列化（一流の学会結。
機関誌に載ったものを重筏すること，素人より専門家，専門家の申でも著名な研究者の研
究をより評億することなど）によって，研究者の接する情報にフィルターがかかる。これ
は，学問が情報墨の負擦過重となって崩壌しないよう，周いられている慣習的な方策であ
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る。この方策は，その是非はともかく，今までも魍藷学で運溺されてきたといえるし，今
後も維持されることは確実であろう。
　したがって，r読むべき文献を精選する」ために，　rデータバンクを整講し」なくては
ならないという当為牲はない。精選するには，正に精選するその事のみが必要で，その手
段は，評価は別として，すでに備わってVるのである。つまり，「冒鍛」が現在以上にそ
のデータベース的機能を発揮したとしても，研究者は，「ある程度価値の高い情報が失わ
れ，ある程度くずが入りこむ危険を覚悟」でr廃棄率の高い情報講過装搬を使わなければ
ならない」　（文献4，p．7茎）のである。
　そして，研究の理論的｛四面に関していえば，その継承的発展が重要視きれるため，離れ
た過去に飼主醤の事をいっている人がいたとしても，それが“埋もれた”ものであれば，
学史的な領髄（再発見とか）はあろうが，現在の研究の進展に穰極的に寄与するとは思え
ない6
　むしろ，国語史。方雷。言藷調査などのどちらかというと事箋報吉に主体を盤く実態把
握型の研究の蓄積がこの『困録」の憲躍であり，その存在意義は，事実の集積が土台とな
って研究が進展するという先に述べた素朴な実謹主義の象徴というべ曇ものであろう。
　本稿では，この心慮」を使って，過去3G幽間の国語学雰および国認研究がどのような
動きをたどっ沈か；を讃蟹的に抱寵してみようと思う。
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1．分類
　玉，正分頬の立て方
　　r熱録」の分類わけは，褒まのようになっている。これは，近年の「国誘年鑑」の勇
額にほ罎対応している。ちなみlt，　r函譜門鑑」の分類項目の変遷を醤表裏に示したが，
それでみると，分類は当初は現在と大きく違っている。大きな変化があったのは，1956年
（直和32無阪）で，そこから現在のような分類に近づいている。特に1960隼以降は，1まぼ
分類は置馴していて，1965無に「コミPt　：ケーシeン」と「日本語の研究と教膏」　（1974
隼からは「外国人に対する臼本語教育」と改名），IS72ffにヂことばと機械」が独立した
ほかは特に大きな変動はない。
　「中神」では，現行と分類が異なる古い方については，「卑鑑」の小分類を蟻位として
現行の分類にひきつけて再偉臥している（付表1盤照）。
　なお，塞稿を書くにあたって，　r農録」の分類ミスと思われる所をを訂正したところが
ある（イ寸表2）。
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衰1　「自録」の分類
分類 酪考
?????????
?????????
??。。 ???
（一般）
（語史）
（音韻）
（表紀）
（語彙）
（文法）
（敬謡）
（文体）
（注釈）
（方言）
分類 略号
日本語情報処理
コミュニケーシeン
マスコミュユケーシeン
国語問題
善誘教育
日本瓦教引
書語学
国語研究資料
書評・紹介
（情報）
（コミ）
（マス）
（闘題）
（国教）
（日教）
（口語）
（資料〉
（書評）
　1．2・国構薙鑑の編集方針
　　　r国誘年鑑」の現在の編集担当者（油4）の話によると，大きな流れとして，1950年
代後半のころまでは，国語学。国語教育・儀譜問題という3つの柱で編纂していたが，し
だいに国語学中心の編集にかわっていったということである。これは，53年から57隼にか
けての「無鑑」の分類項樫の変遷によく現れている。53年には，ゼ国語学」の分顛の中に
r音韻。発吝，文法，解釈，綱語史」が含まれていたが，57ff｛eなって，それぞれ独立し
た分類となっている。また，嗣時期に「国語問題」の中に袋詑ばかりでなく「薪語，外来
語，敬語。ていねい語，共通語と方言」などの分類項穏が見受けられることから，r國語
間題」の守傭範囲が現在より広かったことがわかる。
　また，圭として，経済的および仕事量の問題から舜麗をおさえることがあったという。
一その際には，国語学にとって周辺的な分類から文献数を制限してゆくことが多く，特に国
語教育において著しかった。しかし，国語教育蘭係者のr国語年鑑」に対する要望も無視
できないので，あまり数を落とすわけにもいかないということである。
　また，編集方針により，文献数の増減が，直ちにその分穎に該盗する研究領域の盛衰を
表しているとは即断できない場合がある。例えば，62駕～64母
にかけてマス・コミュエケーシnン関係の文献数が突出しているが，年鑑を見てみると，
この時期に限って現在なら採録するとは思えないような純粋のマスコミ論的な文献が多く
とられているために文献数が増えていることがわかった。特にこの時期に国語研究におい
てマスコミの話題に関心が集まったというわけではないようである。
1．3文丁数の推移
　裏2に，全体（32年闘）を4無ごとの8つの期闘にわけて文献数の推移を示した。
全体的な傾向として，50鉱代から80妬代の頭までは文献数は増え続けているが，80妬代
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に入ってからは，いくらかの減少を示している。これは，0で述べたような，文献量の増
大という認識とξま，くい違っているように見える。常識的には，この期間に国語研究は単
調増加の傾向をたどったと思われているからである（少なくとも減退したとは考えられて
い問いだろう）。ただし，国語学にとって中核的な領域に対憲する分類（表2のA二国語
史，音声。音韻，文字。表記，語彙，文法，待遇表現，文章。文体，方言）とそれ以外の
周透的分類（澗B）という観点で分けて，77－80期と81－84期とを銘べてみると，葭者は
わずかに増えているのに対して，後考は14％も落ち込んでいることがわかる。国語研究が
文献の生麓鐙という点でひとつの高原状態に達したのか，それともr国語年鑑」の編集方
舞の影盤なのかは，もうすこし時を経て調査してみないとわからないだろう（注5）。
　全体の伸びである1．6倍を境にすると，それを上織っている分類は，紳びの大きい順に
「臼本語教育」　「語彙」．「言語学」「コミュ＝ケーシnンj　r臼本語情報処理」「欝評・
紹介3「音声・音韻Jf国語研究資料Jr文法Jr濁語史Jr文童。文体Jr国譜学一般」
である。また，下回っている分穎は，抵い順にr文字。表説」　r古典の注釈J　r国語教育j
rマスコミュニケーny一シBンJr待遇表環」r方書Jr函藷問題」となっている。
表2　文献数の推移（分類の二二は表勲こよる）
53－5657－606隅一64 65－6869－7273－7677－808i－84紳び
語吏
ｹ韻¥置己
龕bｶ法h語ｶ体綷ｾ
203
P38
S8G
Q8e
Q84
V3
R玉2
S91
豆89
P93
V9
S75
S80
W2
S17
S48
193
Q3き
P48
S48
SG6
U5
R52
S37
2i互
Q07
Q23
W89
S88
o璽5
T47
S79
25i
R韮6
Q71
W22
U46
U董
T59
T15
　275@393@280
?，089@475
@　77@411
@576
　433@459@235
ｰ，424@512
@　54@747@588
　447@401
@333
W，327@664
@　82@662
@631
2．2
Q．9
O．7
S．7
Q．3
N．唇0
Q．韮
B．3
A 2，2672，3632，2842，9593，4413，5764，4524，547 2．o
一般
克ﾟ??????????????????
　　551
@　313
@　　48
@　247
@　333
@　305
R，8el
@　　24
@　333
@　　63
@　至74
　　472
@　323
@　　42
@　228
@　181
@　648
R，175
@　　0
@　375
@　71
@　258
　　6茎？
@　236
@　　25
@　192
@　478
@　582
R，628
@　　28
@　480
@　　67
@　512
　　770
@　193
@　i36
@　484
@　董73
@　265
Qβ48
@　！00
@　992
@　至43
@　380
　　954
@　229
@　169
@　δ34
@　i59
@　377
Q，254
@　2G6
W，226
@　204
@　475
　　987
@　222
@　106
@　847
@　重85
@　300
Q，408
@　32韮
P，398
@　259
@　538
正，365
@　208
@　196
d，263
@　252
@　468
R，538
@　357
P，576
@　3正4
@　518
1，024
@　229
@　177
@　924
@　348
@　403
R，184
@　389k323
@　157
@　516
1．9
O．7
R．7
R．7ko
氈D3
O．8
P6．2
S．0
Q．5
R．0
B 6，茎92 5，7736，8455，9846，7877，57110，0558，674 1．4
全体 8，4598，1369，129 8，943葉0，228叢蓬，147 14，507！3，22三 L6
（A’‘。申核的6｝顛，B’”周辺的分類，紳びは8F84期を53－56期で割った僅）
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　この傾向は，近隼の撰本譜教育。日本語椴報処理。社会言語学の隆盛および国語激策の
低迷を顕著にあらわしたものといえよう。ただし，言繕研究にとって周辺的（学際的）と
もいえる公野は，「国語蕪鑑」の編集主体である鋼管研究藤が文献を掘心する能力におい
て，どうしても人文科学系の定期刊行物に限られるため，おのずと限定されよう。例えば
「日本藷情報処理」などは，理工学系の雑誌から文献を拾っていたらもっと数は増えてい
たであろう（注6）。
　「文字。表紀」の仲びが低いのは，53喝6期に「国語問題」的な文献がまぎれこんでい
るためかもしれない（淺7）。また，「古典の油釈」　「国語教膏」が減少しているのは，
それらの研究が一般的に衰えたというよ肱　「国語隼鑑」の採録からしだいにはずされて
きたということで，「蕉鑑」が国誘学を中心に編集する傾向を強めたためであろう。
　また，前述の中核的分類，周辺的公類という区園では，購者が2倍ののびであるのに認
して後者は，1．4倍と低い。～般に科学の成長における倍時間は，遜常2G・一30t￥とされて
いる（文献5，p．9）ので，国語学の中核的部勇に関しては，その一般論があてはまる（
後出のように，異なり著者数，異なり雑誌数もこの蒔期に約2倍になっている）が，ee　i
にみられるようにその傾向は藏線的な増加の傾向であり，麹然科学における懸数約な（あ
るいはロジスチックな）増舶傾向とは様相を異にするようである。
　　　　　　　文献数
　　　　　　　lsgg
　　　　　　　12eg
　　　　　　　　ggg
　　　　　　　　696
　　　　　　　　3ae
　　　　　　　　　g
　　　　　　　　　　　556865787580年
　　　　　　　図1　文献数の推移　（申核的分類）
　口歌的にみると，69－72期にr文法」が突出しているのは，「月刊文法」の刊行時期（
68庫11月～71蕉3月〉にあたっていたためである。
　「摂本語教育」の5㍗60期が0なのは，この時期に臼塞誘教育関係の文献がまったくな
かったというわけではなく，この「手録」の再分類の継かさがr年鑑」の小骨類のレベル
で行われているので，たまたま該盗する分額項盤がなかったためである。
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2。題欝について
　この「馨録」に続載されているのは，各文献のタイトルである。従ってその限りにおい
て文献の内容をうかがいしることができる。
　すべての題得に論文のテーマがすべて集約されているとはいいがたいし，象徴的なタイ
トルを付けて意味をこめる場合もあろう。また，方法論的なことがらは，それが主論点で
ないかぎり，おもてには出てこないものである。それにもかかわらず，一般的に論文は，
比較的短く，偲瑚のテーマを扱ったものであるから，その論文が伺について書かれたもの
であるか（話題）は，題1ヨに現れている可能性が大きいと考えられる。
　このことから，ある種の開題に濁しては，時代的な推移を追ってみることができよう。
　鰯甥の話題については，この期闘に特徴的な変化のあったと思われる語をいくつか選ん
でその推移をみた（図2～4）。
　　　文献数
353
3eB
259
2ee
25g
leg
56
　g
メ襟㎡・o．．， ??
b一　ローーマ字
ロー・　送り仮名
be一一仮名遣い
　　　53－56　61－64　69－72　77一一8e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間　　　　　57－6g　65－68　73－76　Bl一一g4
図2　話題の推移（1＞
文献数?????????
?
???
　　　　　　　　　　も
／蟻
f，．．．，．．．．t，　．X“
　　53－56　　61－64　　69－72　　77－8e　　　　　無月聞
　　　　57－68　65一一6g　73－75　81－84
図3　話題の推移12＞
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文献数
259
2gB
15g
lee
sg
　g
．∫ユ・．
lbx．x－dグ
”o・一・一一・a．．
ttt?
　　　53－56　　61－64　　69－72　　77－88　　　　　良馬
　　　　　57－6e　65－6g　73－76　81－84
図4　話題の推移（3）
　ここでは，題臼中に含まれる文字列の検索をした結果を示した。従って，主題としてそ
のトピックスを扱っていても題冨に現れない文献については無慣することになる。
　謡題として，はやらなくなったものとして，「ローマ字，送り仮名，仮名櫨い」を取り
上げてみた。ジロV一マ寧」は，急激に滅少している。「送の仮名」は，途ゆに少し増えて
いるが，減っている。「仮名遣い」は，80年代に入って増えているようleみうけられる。
なお，表紀のバリエーション（F仮名遺，仮名つかい，かなづかい」等の違い）は考慮し
て検索した。
　増えてきた話題として，「照門機（コンピュータも含む），構報処理，機械翻訳（自動
翻訳も含む），Ei本謡教毒，生成文法（変形文法，チuムスキ　一一　ts含む），索引」を敢り
上げた。　「計算機，情報処理，機械翻訳」が，そろって70無代申期に落ち込んでいるのは
偶然ではないであろう。r生成文法」は，60無代後期をピークに減少に転りている。これ
らは，顕著で，しかも常識でも判断できるものである。近無さかんなr語用論」などのよ
うに，23文献しか検索でまないものや，rモダリティ」のように1件も検索されないもの
などもある。
3．著者について
　3．1著者数
　　著書の数（注8）は，ほぼ，表2の文献数の推移と岡じ傾向を示している。文献数の
伸びは全体でL6倍であったが，著者数（ことなり）の伸びはし9倍とやや多くなってい
る。金売の仲びを境にして上回った分類と下躍った分類とに分けると，文献数の場合と比
べてゼ国誘学一般」「国謡史」が下回った方に加わるだけでそれ以外は澗じである。
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ee　7　著者数（ことなり〉の鑑移　　（分類の略号は表1による）
53－58 57－60卜6465－6869－7273－76 77－801－84伸び
語史 麺3 i23 129 茎3茎 18玉』 ！83 267 263 韮．8
音韻 94 133 187 156 230 334 38S323 3．4
表護己 255 63 茎21 149 208 212 178 228 o．9
謡彙 玉91 3毒6 344 496 587 736 868 966 5．1
文法 i78 277 256 294 373 331 354461 2．6
敬誘 63 69 51 93 43 60 40 63 1．o
文体 237 3蓋7 308 366 428 356 556 5042．1
芳言 337 288 277 298 323405 496 382茎．1
A 至，203 ????? ???， L53G1，801 2，i652，6至4 2，626 2．2
一般 349 316524 54◎ 640 564 76632 1．8
溢釈 176 197 互s9 茎68 玉88 208 176 星68 玉．0
鋳報 40 33 25 115 i28 113 205 蓋go 4．8
コ　こ　　、 176 204 235 392488 697 ！056 867 4．9
マス 241 156 333 三55 ！32 175 225 259 1．1
聞題 2玉4 369 384蓋71 237 215 296 252 ！．2
国教
???，
L5301，7331，347 1，4991，3262，1271，935 1．1
日教 21 o 24 歪05 165 23？ 286 328 歪5．6
言語 247 308390 736 917
?????
1，289 叢，0？8 4．4
資料 20 16 23 78 1韮7 175 207 91 4．6
書評 116 145 337 273 355 404399 392 3．4
B 2，9G42，76◎ 3，448 3，4G94，0184，266 5，859，！85 1．8
全体 3，6623，5814，2794，43隻 5，2265，808 7，7367．互05 1．9
（A…串核的分類，B…手透的分類，紳びは81－84期を53－56期で侮った植）
　3．2著者からみた分類の灘係
　　研究の進展にともなって，研究領域の細骨化。研究者の專門化が重んでくる。研究者
の轡門とする領域が1つに限られてくると，当然，発表する文献も1つの繭玉にしぼられ
てくるものと考えられる。そこで，国語研究において，研究の響門化がどの程度おこって
いるのかを，著者がどの分類とどの分類とにまたがって耀いているかという執籔状況によ
って調べた（油9）。　衷8は，各著者を蟻位語，各分類を語彙と考えた時の，各分類聞
の非対象的額似度（注19）である。例えば，「国語学一般」の「国藷史3に対する頚断書
は23．6であり，　r国語史」の「儀謡学一・pa」に対する類似度は，53．8となる。
　各分類について，横の行を足して軍均したものを，その分類の他の分類に対する類似縫
とし，縦の列を足して平均したものを，その分類に対する仙の分類からの頚似痩として，
それぞれの推移を舞9，10に承した。それによると，全体的な傾向としては，他の分類に
対する類似疫も他の分類からの類似痩も漸減である。つまり，それぞれの分類が，孤立化
に向かっていると考えられる。
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表8　分類の共有度　（5＞Xしの酪弩は褒1を参照〉
???????????????????
???????????????????
一毅　語史　音韻　表記　諮彙　文法　敬誘　文体　油釈　方言
53．8
38．8
43．S
42．6
48．6
5e．1
42．4
32．1
43．0
31．9
44．9
34．5
4e．5
26．3
26．4
29．7
23．4
58．4
23．6　23．7　25．e　46．8　28．3　15．9　36．7　li．9
　　　3？．7　42．9　66．2　51．9　21．7　45．4　31．9
24．1　23．7　31．4　26．5　8．9　19．1　8．2
3e．9　2Z　5　45．S　29．4　15．9　30．2　15．e
28．9　　2G．9　　24聖？　　　　　　　33。7　　玉6．8　　34電8　　葦8．1
33．5　25．9　25．e　56．7　2＆e　48．4　28．5
4G．7　23．3　25．2　57．7　65．7　48．6　22．0
2t．7　　15、4　　韮9．韮　　42．韮　34噸7　　隻4．7　　　　　　　20り4
26．4　le．5　14．8　53．2　31．1　12．7　44．7
董6．5　　28．6　　　9．8　　36曾S　　23．韮　　10．8　　藍4．5　　　4．9
9．6　ll．4　19．8　21．4　12．1　6．6　le．g　1．7
1韮．9　14．4　　韮8曾4　34．7　圭8魯3　 董4。4　30．8　　4．8
7．4　15．1　17．6　30．4　8．2　10．i　22．3　1．7
韮3．4　　ま5．5　　35．8　　34．2　　16．0　　玉韮曾5　　23．9　　7．2
4．S　6．2　12．6　12．5　9．e　4．7　1＆9　4．9
5．e　9．7　7．5　2e．4　21．5　4．e　12．2　2．6
5．7　15．5　9．0　20．7　18．2　3．4　14．9　1．8
26．1　12．4　11．9　34．5　18．5　6．7　22．6　24．4
3e．8　3e．g　29．3　49．4　42．7　22．3　42．S　i8．2
???????
?????????????．???????
表8（続ぎ）
???????????????????
???????????????????
情報　コミ　マス　問題　国教　臼教　嘗誘　資料　書騨??????《??? ??
??????
?????????????
???
3
??（）???》??????????????
? ?12．g　39．4
6．3　玉6．6
7．5　38．2
8．5　24．e
5．g　2g．4
茎2．7　　27．9
11．5　22．S
8．3　22．8
2．5　12．4
5．3　2e．5
5．7　27．8
至葉。4　　32。4
3．9　17．6
6．6　27．7
3．5　13．7
　　　27．1
8．2
2．9　8．e
15．4　44．1
8．4　39．8
29．4　46．e
7．0　33．5
韮G．2　　32．6
13曹2　34。3
12．6　4＆3
9．7　5呈．8
茎0．2　　37．9
豆9．5　　33．7
10．e　35．4
19．8　23．7
5．5　34．8
韮．9　23．0
3．2　28．韮
1．7　3L7
4．5　23．7
2．5　29．2
　　　2叢．4
2．7
　偲別的にみると，「飼譲問慧」が他の分懸に対する類似疫では，それほど下がっていな
いのに対して，他の分類からの類似度は61－64期以降大きく下がっている。これは，国語
間縄への縫心が多：方llから強かったものがうすらいだことの現れとみることができる。
　表9・leの通隼（53－84）の健を足して2で割った億をその分類の類似痩として，その
大きい顯に並べると，国下学一般（33．4），書評。紹介（33。1），諾彙（3G．9），文法（27．9），
文章③文体（26．0），国謡史（25．6），コミュニケーション（25。4），文字。表記（23。D，待避
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表現（22．4），　麺団言護教牽ぎ（22．蓋），　国言蓋匠琵f逗鍾（20．7），　音声Φ音階員（19．5），　雷護二二（18．9），　プゴ雷
（17．8），古典の控釈　（16．4），マスコミュ＃ケーシStン（14．e），資料（i2．1），言譜情報処
理（10．5），iヨ本語教育（茎0。2）となる。この顧序はその公額に該当する研究鎭域くがあるも
のについては）の専門性の程痩というよりも，一般に，国誘研究考がテ・・一マとして書きや
すい（とっつきやすい）噸序を表したものとでもいえよう。
表9　（他の分類に対する〉媛似度の推移　　（聡穎の略号は表1による）
???
???????????．．??????????????????????????????????????
??
???
??????｝????????????．?．????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
???
???????????????????????????．???．??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
???
????????????．???????，???? ? ?
?。
????
?????????????????．??????????．??????????????????????????????????．????????????????????????????????????????
??
???
????????????????????? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
??
????
????????????．????????????．???????????????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?…
???
??????????。??。???。??…?。?? ? ?? ?? ? ??
??
?【?
??????????，????????????????????????????????????????，???????????????????????????????????????
???
????????
??
表1◎（他の分類からの）類似縫の推移　（分類の酪号は表1による）
???
????????????????????????????????????．?????????????????????????????
??
????
????????????????????．?，???? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ????? ? ?? ?? ? ?? ?? ?
??
???
?????????????????????????????????????????，???????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
???
????????????????????????? ?
?．
????
????????《????????????????????．????????????????????? ?
??
?｝?
?????????????????? ?
??
????
????????????????????? ??? ??? ??? ? ? ? ? ? ?
???
???
?????????????． ． ? 【
??
???
??????????????????????????????????，?????，??????????????????????????????????????????????????
???
?????????? ? ﹇ … 「
??
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　3。2共著の割合
　　表llに晃られるように挙独著作の盛合は，わずかながら減っている。これは，熱然科
学系の傾向とくらべると随分緩慢なものがある（注ID。滅っているといってもこれは，
全体を対象としているので，対談・座談会・シンぶジウム詑録など葬研究的文献が混じっ
ている。雑誌を国謡学に関係の深い4学会誌（r国語学jr言誘研究」「訓点謡と訓点資
料」「謙鍵国語学」）に隈ると，． ¥12に見られるように単独著作の割合は殆ど減っていな
いことがわかる。これは，国語研究を含めて人文科学一般に，研究灌の組職化が成立して
おらず，工学や康然科学などのように制度化された巨大科学にはなっていないことのあら
われだろう（2主12）。
表疑　1文献あたりの著餐数の割合（全体）一数字は％
53－5857－6G6韮一64 65－68 69－723－76 77－80レ84
1人 96．8 95．3 95．0 93．8 93．7 92．7 92．59L7
2人 L2 2．6 2．4 2．8 2．8 壊．1 3．7 3．3
8人 0．7 L2 ◎．9 里．2 1零王 葦．1 茎。3 2．54人 0．9 o．4 0．8 1．o Lo 0．8 正．1 韮．1
5人以上 0．4 G．6 1．o L5 L4 1．3 1．4 L4
表12　1文献あたりの著考数の馴合（国語学関係学会誌）一数宇は％
53－56 57－601－646ひ6869－72 73－76 77－8e8圭一84
1人 98．1 98．9 98．2 96．5 93．794．9 95．4 95．7
2人 L1 1．韮 蛋．9 3．2 2．7 2．0 2．6 3」3人 一 一 一 柵 Lo o．6 1．0 0．6
4入 o．4 一 脚 凹 2．2 0．3 0．8 0．3
5人以上 G．4 一 一 G．3 o．5 2．3 G．3 ◎．3
　3．3著者の属性
　　著者の属性として，女性および外麟人をとりあげる。いずれも機械的に判断している
ため，数値はあくまでも釜考程度のものである（注13）。女性の著者の割合は，のべ，異
なりともに増えている。53－56期と8重一84期とを比較した場合，のび率は，のべで5倍，
異なりで4．3倍となっている。これは，全体が，のべで1．7倍，異なりで1．9倍の伸びで
あるのに対して憲わだっている（表14）。また，外国人の著者も延べで6．8倍，異なりで
8倍と増えている（表15）。
　しかし，単独著作繕（蟻独著作をしたのべ著者数を，共著も含むのべ著脚数で割った数
値）でみると，女牲は非女性（主に男姓であるが，外隆人なども含まれる）に比べて常に
少ない｛直となっている（表i6）。さらに，執筆者の位躍における女性の劉合をみると，第
1著者では約8％であるのに対して，第2著者以事では約14％前後と高くなっている（表
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17）。つまり，女性は雰女性に比べて単独著作をする割合が少ないことがわかる。これは
白月の研究者社会の中での女性の鍛かれた立場を反映している・ものであろう。この悶題に
関しては，科学社会学的な，よりつっこんだ考察が必婆であるが，私の能力を超えること
であり，言及することはできな㍉、。なお，本稿は，現象の紀述を主眼としており，現状に
対する爆非を論じているものではない。
表14　女性著者数の推移
53－56 57－6G1－6465－6869－72 73－76 77－808玉一84 伸び
のべ
ﾙなり
373
Q69
476
Q9茎
596
S09
7韮7
S63
931
T85
1，203@797i，851ｳ，200
1，898
P，144
5．1
S．3
（紳びは81－84期を53－56期で警1つた植）
表15　外国人著者数の推移
53－5657－606茎一64 65－6869－72 73－76？7－80 81－84紳び
のべ
ﾙなり
玉夏4
U3
99
U1
127
PG2
20G
ﾇ59
33韮
Q63
688
S41
765
S67
780
T04
6．8
W
（紳びIS81－84期を53－56期で割った値）
褒16　単独著作率一数字は％
53－56 57－601－64 65－689～72 73－767－808韮一84
女性
H幽女性
8茎．5
X8．8
？8．8
X3．3
80．0
W8．8
78．7
W4．2
73．2
W4．2
70．4
W3．9
67．1
W2．3
69．7
V9．9
表17　執筆者の位置における女性著者の数とその割合（括弧内は％）
第1著者 第2著者以降
女性
?乱ｫ
6β36（7．9）74β67（92。2）L760（茎4．i）
ﾊ0，732（85．9）
　また，～方では，女性に集団著作の傾向があることがわかる（表18）。全体に占める女
性の罰合は約8．7％であるから，2名の共著（全2492組）の場合，確率的にいうと，全ペ
アのうちの19組（約0．76％）が女性同士の組み合わせであるはずだが，実際には三24組（
約5％）となっている。さらに，3名の共著の場合は，女性だけある㌔、は女挫を2名含む
場合が，推定嬉より実際の文献の出現率が高くなっている。女性を1名だけ含む文献は，
女性が第2，第3著春の場合は推定櫃とさほど変わらないが，女性が第1著者の場含は，
推定値よりかなり少ない僅になっている。
　この女性の集団著作の傾向が，先程の単独著作率を下げている一つの原閣になっている
ともいえよう。但し，女性がag　1著者になっている場合は，集団著作の傾向がなくなるよ
うである。例えば，女性を執筆者の中に含む文献と，女性を第1著者とする文献とを比較
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すると，荊者は単名の著作が文献数の80％であるのに対して，後者は90％と大曇な開きが
あり（表19），全体における単名の著作の割合である94％に近づいている。対象を上述の
国語学関係4学会誌にかぎってts　fこの10％の差は変わらない（それぞれ，85．1％と96．3
％）。つまり，単独著作あるいは，第i著書になる人と，第2，第3著者になる人との問
1こ溝があるのであるく注14）。
表18　共著の場合の著餐の性珊翌週とその文献数
　　　　（2名の場合）
顯　序 文献数 推定僅
葬女　非女
R女　女
浴@　非女
浴@　女
L924???2，078????
（3名の嚇合）
噸　　序 文献数 推定値 噸　　序 文献数 推定億
鼻女　非女　葬女
ｵ女　非女　女
ｵ女　女　　非女
衷浴@女　　女
????828．0
V8．6
V8．6
@7．5
女　　雰女　舞二
浴@　葬女　女
浴@　女　　葬女
浴@　女　　女
??
78．6
????
表19　共著の人数による文献数とその間合　（　）内の数字は％
著者に女性を含 女牲が第1著養
む文献 の文献 全　　体
1入 5，721（80。4）5，72茎（90．3）？8，468（93．7）
2人 536（7．5） 308（4．9） 2，492（3．G）3人 276（3．9） 韮07（L7） 玉，087（1．3）
4入 209（2．9） 83（L3） 757（G．9）
5人以上 374（5．3＞ 三17（L9） 968（1．2）
表20　異なり薯者数
異なり 女　性 比率
一般 3，971 274 8．9
藷史 901 1Io 12．2
音声 1，302 94 7．2
表紀 1，蓋03 112 蓋G．2
藷彙 3，244 5◎8 聖5．？
文法 1，519 233 15．3
敬語 358 64 茎7．9
文体 2」48 382 17．8
量蛍駅 930 117 藍2．6
方雷 …，937 487 25．1
情報 676 28 4．1
ンミ 3，184 399 圭2．5
マス 1，28茎 8達 6．6
間隙 1，499 45 3．0
国教 8，8051，！77 13．4
巳教 go6 蓋98 2蓋．9
嘗語 4，玉89 407 9．7
資料 551 82 ！4．9
書騨 L594圭G8 6．8
全体 25，701 3，939韮5．3
分類溺でみるとジ方言」「日本藷教権」ヂ待遇表現Jr文章・文体jr語彙」での異な
り著者数に占める女性の総合が，全体での15．3％を主翻っている。のべ異事数の各分類で
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の割合でも，女性がほぼ同様の分類を占める劉合が葬女性での割合を上回っている。
表21のN著脅数　（　）内は全体に対する％
非女性 女　性
憶報 1，143（L4） 4豆（0．5）
一般 6，7e4（7．9）471（5．9） コミ 5，正07（6．0） 533（6，6）
語史 2，1玉7（2。5） 165（2．…） マス 2，4韮G（2，9） 142（L8）音声 2，74◎（3．2） 180（2．2）閤題 3，218（3．8） 58（0。7）
表紀 1，893（2．2） 14◎（！．7） 国教 25，745（30．4）2，206（27．4）
誘彙 6，263（7．4）723（9．の B教 1，201（L4）429（5，3）文法 3，691（4．4）351（4．4）書悪 ？，99韮（9．4） 778（9．7）
敬語
ｶ書
　541（o．6）3，690（4．4） 86〈1．隻）504（6，3） 資料
D騨
　795（0．9）3，174（3．8） 正4G（玉．7）173（2．2）
泣釈 2，088（2．5）205（2．6）
方言 4，191（5。o）72◎（9．0） 全体 84，702 8，045
4．雑誌について
　4．玉全体的傾向
　　ここでいう雑誌数とは，各分類において，文献が掲載された雑諾の異なりの数のこと
であり，その分類に対癒する専門誌の数では無い。雑誌数の推移は，文献数の推移とほぼ
尉じ醸向にある。
表22　雑誌数の推移　　　（分類の賂弩は表1による）
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　全体の仲びである2。3倍を上圓っているのは，紳びの大きい顯に「日本語教育」「国語
研究資料」　「譜彙」　rコミュニケーシnン」　「国語吏」　「音声。音韻j　「文法」　「方言」
「文章・文体」「言日程」である。また，下口っているのは，伸びの旧い難鐸にrマスコミ
ュニケーション」「国語問題」ヂ待遇表現」　「国語学一般」「直直教育」「古典の注釈」
「書評。紹介j　r文宇。表紀」　「日本藷情報処理」である。
　「日本議情報処理」が，文献数，著者数で全体の平均をはるかに超える伸びを示してい
るのに対して，雑誌数では，ほぼ平均程度の伸びである。これは，国立国議研究藤の図諮
館が人文系の雑誌を中心に入手していることからくるものであろう。
　4．2　ページ数
　　図5に見られるようにページ数でみた文献数の推移では，1－5ページの比較的短い
文献は，次箪に減少している。また，6～10ベージの文献はほとんど横ばい，対照的にIl
ページ以上の文献は，当初の4倍もの仲びになっていることがわかる。短い文献は，往々
にしてコラムや随筆であったりするので，隼鑑の編集方針の上から採録しない方向に向か
っているということの反映でもあろう。また，当然，文獣の“質，’による選溺も行われた
かもしれないが，それをこの酒盛」からよみとることは難しい。
　　　　　　　　文献数
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　　　　　　　　図5　ページ数別の文献数の推移
5．まとめ
　「ヨ本藷研究文献欝録2は，r国語年鑑」を編集したものであるため，その編纂に大き
く左右されるところがある。しかしながら，大量的にみると，国語学研究の騒的な側藏（
はやりすたり）を文献数の増減にみることができる。
　国語研究においては，従来にはなかったものの出現（コンピュ・一夕），社会的な変化（
属本［語3の国際進出），致治的な変化（国語閻題の低迷）などの影響がみえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　185　一
　著者については，離々入よりも研究者集団としての國語研究者社会の特性をみることが
できる。例えば，女性や外国人著餐の鴨脚が急遠に増えたが，塩干分野による偏りがある
こと，自然科学に比べて圧倒的に単独著作の劇合が謝いことなどがわかった。
注
1．文献2によれば，r国語年鑑」の昭和29年版～昭和6G駕版の「刊行國書」の調
査では，「国議研究資料」「辞典僻用語集」の単行本の刊行点数が群を抜いて商
　く，伸び率も大きいことが指摘されている。
2。国語学研究文献総索引作成委員会・キーワード委員会のキーワード台紙に記載
　された，主に著者本人が付けた情報によると，全体の約2割にあたる17，991文献
　において，実に6，079件の文献が非論文的文献（髄籔など）とされている。これ
　は，もっぱら著者本人がつけたという謙遜も少しはあろう。また，調査した分は
　豊岡学会員およびキーワード専門婁貫の分であるから，商業誌などに諜研究呪文
　献を書く斑能性が高かったともいえようが，「書語生活」誌三誌に掲載された文
　献（6，124文献）だけで既に全体の7．3％を占めるということからms　iPかるよう
　に専門性が薄いものもある程度混移っているといえよう。しかし，旧録」では
　「国語年鑑謹で連載等の文献をひとつにまとめていたものをばらしているため，
　r国語年鑑」自体では葬研究的文献の率はもっと下がるだろう。
3．科学者集団の内部に「貧富の差Jを作りだす要因のひとつで，r顕著な詳判を
　獲得している科学春に対しての特定の科学上の承認の増大と，未だ評判を獲得し
　ていない科学者からの承謙の留録」〈文献3，p．141）のこと。聖書の文Ptleち
　なんで，社会学者R．K．マPtトンが名付けたもの。
4．国立国語研究飯・情報資料研究部第2研究室・分室の田原圭子。伊藤菊子雨氏
　の談による。
5．国語年鑑の編集をしている国立国語研究齎。情報資料研究部第2碩究室・分室
　の受け入れ雑誌数（採録日数ではない）は，右表に承すように豪語にのびている
　ようである。　（数字はr國立国悪研究飯銀報」による雑誌の異なりの数）
一圭86一
表23　受け入れ雑誌数（異なり）
　　　　　　　　　　’
年
?
年
? ? ?
葎
?
1953茎83 198玉308 叢969469 重977785
195《23G 196284 茎970s40 1978772
195525茎 1963269 玉97王 566 圭979765
195624韮 1964298 ig72604 1980 790
1957263 玉96S429 1973606 198玉77S
1958273 1966415 1974635 1982 814
韮959286 1967447 茎975667 茎983876
韮960307 董968475 1976 98 玉984828
年
1985
王986
1987
?
852
879
88S
6．　「情報処理学会第37蝕（昭和63隼後期）全国大会講演論文集」　（2）には，約
　lGe件あまりの葭然言語処理関係の文献がある（年鑑束採録）。
7．53－55隼にかけて，r書きことば」という大分類が立てられており，その中に
　「分かち書き」　ドたて書きeよこ書き」などの項鎧がある。
8．著者が薩名であるものは数えていない。また，陶名異人は区劉していない。
9．但し，無鑑の分類を一応信頼してという条件が付く。また，勢類に迷うような
　文献の場合に，往々にして著餐の理門と考えられるほうに公額Lた（前述田猿域
　談）ということも想定される。
！G．水谷のDと呼ばれている指標（文献6）。AとBとの爾方の分類に執筆してい
　るのべ著港数（＝N）を，Aの著考数（のべ〉で割ったものがAのBに対する類
　似度である。属様にNをBの著者数（のべ）で割ったものが，BのAに対する類
　似度となる。表は数殖を100倍している。なお対角線はすべてleoなので雀略し
　た。
H。　“Chemical　Abstract”誌からとった資料によると，単独著巻の割合は，1950駕
　代にすでに50％を舗っている（文献5）
12．r針麗麟語学」誌はやや自然科学的な傾向がある（下表）。
表24　1文献あたりの著悉数の割合（「誹灘国語学」誌）
53－56 57－6G 61－64 65－68 69－7273－767 －8081－84
1人 幣 96．茎 94．9 86．387．9 85．2 8L9 83．0
2人 岡 3．9 5．蓋 11．8 8．6 9．8 1G。8 15．i3人 ” 騨 一 需 3．4 3．3 4．8 L94入 一 一 鼎 一 一 韮．6 1．2 榊
5人以上 一 一 一 2．0 鱒 御 玉．2 ｝
13．名前がr子。代。美。枝・葱・江講で終わっている著者を女性とした。また，
　外飼人は，嘱録」の著看の紀述方針を参考にして，名前の文字列の中に「，3
　を含む著響とした（文献7）。したがって，ロ・一一マ字表詔された日本人著者は，
一　187　一
　外国人と数えられ，漢字表詑された中薩人，韓鰯人の著者は外国人とはみなされ
　なくなる。
14　非女性の場合は，単独著作率は変わらない（下表）。
表25　共著の人数による文献数とその割合　（　）内の数字は％
著者に非女性を 非女性が第1著
含む文献 者の文献
1人 72，745（93．8） 72，745（93．9）
2人 2，212（2．9） 2，184（2．8）3人 994（1．3） 980（L3）4人 69G（0．3） 67轟（0．9）
5人以上 868（！‘1） 851（1ほ）
文献（洋書の文献の引用は括弧内に承した鄭駅による）
　　　　　　　，si，，s，
　1．野元菊雄G986）r紹和59　e　6efflこおける隆語学界の展望一偏紀」掴語学謝
　　i45集
　2．佐竹秀雄（代表者〉（1989）「国語学研究の動向の調査研究」（昭和63年痩文部
　　省科学研究費補助金一網研究（A）研究成果鰻告書）
　3．山崎博敏（1989）r科学の生産性とその階位構造」（獄裡蕪他編「鯛度としての
　　科学一科学の社会学あ木鐸鮭，董98S）
　4．B．Barnes（1985）”About　Scieftce”　（「社会現象として②科学」摺出虫垂訳，
　　吉岡書店，　1989）
　5．D．」。Price（1965）”L耗tle　Science，3ig　Science”（「リトルサイエンス。どッ
　　グサイエンス」，創元社，1970）
　6．水谷静夫（1980）「用語類似度による歌謡曲仕訳」，曙十量国語学』12巻4号
　7．古田啓ほか（1989）「文献黛録のデータ構造」　（「日本語研究文献図録。雑誌
　　編」解説書，秀英出販，茎989）
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私
○
O
O
ア
健
ン
ト
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
?
O
　
O
O
O○○
○
○
○
○
○
O
O
O○
○
O
O
OO
O
O
O
OO
O
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
55
6
・
5
8
．
8
0
6
1
。
6
3
．
6
5 6
6
。
6
8
．
7
0
7
1
。
7
3
．
7
5
7
6
。
7
8
．
8
0
8
1
。
8
3
．
8
5
8
6
。
文
字
。
表
書
己
／
D
?
O
〔
］
口
口
□
口
m
□
ロ
ロ
ロ
【
コ
ロ
日
ロ
ロ
［
コ
ロ
D
に
］
ロ
ロ
ロ
こ
］
口
文
字
／
D
ロ
ロ
の
ロ
ロ
文
字
。
衰
紀
一
般
○
○
○
文
字
。
活
字
○
○
文
字
。
字
体
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
文
字
の
概
説
○
○
用
字
○
○
○
O
O
O
O
謬
言
己
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O○
○
○
○
○
○
O
O
O
漢
字
?
△
△
漢
宇
。
か
な
○
○
か
な
。
そ
の
他
?
?
か
な
。
か
な
づ
か
い
。
そ
の
他
?
か
な
づ
か
い
○
○
文
字
・
表
記
の
史
的
研
究
?
○
○
速
記
?
書
き
こ
と
ば
／
D
口
［
コ
ロ
国
宇
問
題
梱
O
O
O
漢
字
△
△
△
仮
名
△
△
△
ロ
ー
マ
字
△
△
△
分
か
ち
書
き
?
た
て
書
き
。
よ
こ
書
き
O
O
O
実
琴
勢
三
徳
　
（
技
衛
と
機
械
）
／
K
○
○
○
語
輿
。
用
語
／
E
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
□
m
〔
X
コ
ロ
ロ
臼
ロ
ロ
m
口
［
コ
ロ
B ロ
ロ
ロ
ロ
O
日
［
コ
語
彙
／
E
口
口
□
口
□
巳
語
彙
一
般
○
○
○
○
○
語
彙
。
絹
語
一
般
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
語
彙
に
関
す
る
概
説
○
○
語
彙
。
意
味
に
関
す
る
概
説
?
計
量
語
彙
論
?
語
彙
の
史
的
研
究
○
○
○
全
品
の
語
彙
?
△
昆
俗
語
彙
?
語
句
O
○
○
語
句
の
意
味
○
○
語
句
の
意
味
（
吉
語
）
?
語
句
の
意
味
（
現
代
語
）
O
古
語
△
△
○
○
○
O
O
O○○
○
○
○
　
　
　
　
　
τ
O
O
O
Q
O
○
○
○
O
O
，○
○
○
○
△
△
△
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪
5
3
9
5
5 56
。
5
8
．
6
e6
1
・
6
3
・
6
56
6
。
6
8
．
7
0
7
玉
。
7
3
．
7
57
6
。
7
8
．
8
08
1
。
8
3
．
8
58
6
。
現
代
語
ﾞ
義
語
鼬
ｹ
△
△
○
○
O
O
O
O○○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
@
　
　
　
△
@
　
　
　
△
△
△ ｢
△
｢
△
難
語
。
外
来
語
。
隠
語
［
な
ど
の
研
究
］
V
語
。
流
行
語
ｿ
語
O
来
語
ｵ
期
句
。
こ
と
わ
ざ
，
ほ
か
e
種
用
語
［
の
研
究
］
○
○
○
○
・
宦
宦
宦
○
○
○
○
○
宦
宦
宦
宦
宦
○
○
?
O
O
O
O
O
n
O
　
O
?O
O
O
O
O
n
O
O
O
?
○
O
O
O
　
n
O
O
O
?
○
○
○
△
　
@
　
　
△
○
宦
宦
宦
｢
　
@
　
　
△
　
@
　
　
○
?
△
△ ｢
△
｢
○
別
用
語
?
?
名
法
。
名
前
に
つ
い
て
?
?
づ
け
の
問
題
名
ﾃ
け
（
人
名
・
地
名
）
人
ｼ
。
地
名
人
ｼ
。
地
名
（
命
名
）
?
O
?
　
○
○
○
○
?
○
○
○
○
?
　
　
　
　
○
　
宦
宦
?
O
O
O
O
?
　
　
　
△
○
n
O
O
?△
書
辞 焉
B
索
引
?
?
○
○
○
○
?
○
○
○
○
?
○
○
○
○
?
○
○
O
O
?O
O
O
?
典
辞 T
研
究
索
?
?
?
　
　
　
○
△
｢
△
△
O
?O
O
n
名
。
人
名
／
ε
?
腿
□
?
法
／
F
　
ｶ
法
一
般
　
ｶ
法
上
の
諸
問
題
　
ｶ
法
上
の
諸
問
題
（
現
代
語
法
）
　
ｻ
代
語
法
　
ﾌ
文
法
の
］
史
的
研
究
　
?
品
の
語
法
　
ｶ
　
i
詞
　
ﾝ
動
詞
　
侮
?
口
口
口
O
n
O
　
@
　
O
O
n
O
n
O
O
O
n
O
?□
口
〔
コ
陰
○
宦
宦
宦
宦
宦
○
○
○
?
?
口
口
□
　
　
@
○
O
O
O
n
　
　
@
O
O
O
O
n
O
O
?
?鷺口
〔
ユ
○
○
宦
宦
宸
n
O
n
O
O
O
O
n
O
O
?
ﾚロロ
ロ
○
○
宸
n
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
?
?コ【
コ
e
口
　
　
@
　
○
○
O
n
　
　
@
O
O
O
n
O
O
n
O
O
　
　
@
　
△
　
　
@
　
O
　
　
@
　
O
　
　
@
　
△
　
　
@
　
△
?
?
○
○
宦
宦 ｢
○
?
?
?
?
?
?
?
／
G
敬
語
@
／
G
?
O
　
　 n
O
O
?O
O
O
? O
O
O
?
?O
O
O
?
?○
O
O
?
。
て
い
ね
い
語
／
G
?
?
日
?
／
G
?
□
?
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
55
6
。
5
8
．
6
0
6
1
。
6
3
．
6
5
6
6
。
6
8
．
7
0
7
王
。
7
3
．
7
5 7
6
．
7
8
・
8
e
8
1
。
8
3
．
8
58
6
6
文
章
・
文
体
／
H
口
m
口
口
臼
□
□
【
コ
口
［
コ
ロ
ロ
ロ
口
□
口
臼
口
m
磁
ロ
ロ
［
コ
口
□
文
体
用
環
〔
3
i
コ
ロ
日
。
文
章
。
文
体
一
般
○
○
○
文
語
。
表
現
一
毅
○
O
O
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
文
体
。
表
現
O
O
O
O○○
文
章
表
現
法
?
△
△
［
文
章
。
文
体
の
］
史
的
研
究
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
作
晶
の
文
体
一
上
代
～
近
慢
?
△
△
江
戸
時
代
ま
で
の
文
体
○
江
戸
時
代
以
前
O
○
○
近
代
以
前
の
文
体
O
O
明
治
以
後
○
O
O
作
晶
の
文
体
一
近
代
△
△
△
現
代
の
文
体
O
O
O
文
体
の
変
遷
?
文
学
と
言
語
○
○
○
翻
訳
の
問
題
／
R
○
O
O
O○○
○
表
現
／
鐸
臼
□
口
文
章
。
文
体
○
○
○
古
典
の
注
釈
／
1
ロ
ロ
ロ
ロ
磁
口
ロ
ロ
こ
】
α
コ
礒
こ
］
口
ロ
ロ
ロ
〔
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
臼
こ
｝
□
日
口
口
□
m
口
古
典
［
の
］
注
釈
一
般
O
O
　
　
O
O
注
釈
一
般
O
奈
良
。
平
安
○
○
院
致
。
鎌
倉
以
後
O
O
上
古
O
○
○
○
O
O
○
○
○
○
上
代
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
中
古
?
O
O
O
O
O O
O
O
O
O
○
○
O
O
OO
O
O
O
O
○
○
中
世
O
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
近
世
?
近
世
以
降
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O○
○
古
事
記
。
日
本
書
紀
?
古
事
記
。
万
葉
集
な
ど
△
万
葉
集
O
O
O
O○○
△
?
△
△
吉
今
和
歌
集
O
大
和
物
語
○
○
大
和
物
語
・
債
勢
物
語
△
△
移
｝
勢
物
語
?
か
げ
ろ
う
日
記
1
　
　
　
　
0
○
○
△
△
i
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5
5
6
。
5
8
．
6
0
6
1
。
6
3
．
6
56
6
⑧
6
8
。
7
07
三
。
7
3
．
7
5 7
6
。
7
8
．
8
08
1
。
8
3
．
8
5
8
6
・
枕
草
子
○
○
○
○
△
△
源
氏
物
語
○
○
○
○
O
O
源
氏
物
語
。
紫
式
部
日
記
△
△
栄
華
物
語
O
?
夜
半
寝
覚
?
更
級
臼
配
。
そ
の
他
?
大
鏡
○
○
○
△
△
梁
塵
秘
抄
?
打
聞
集
?
和
泉
式
部
日
記
?
O
O
萩
宵
今
和
歌
集
○
△
方
丈
甜
△
平
家
物
語
○
○
○
○
○
△
問
は
ず
語
り
k
然
草
O
O
△
△
?
．
△
△
謡
曲
?
董
蕉
O
O
O
?
奥
の
細
道
○
西
鶴
O
O
　
OO
近
松
○
近
松
。
西
鶴
?
雨
月
物
語
○
○
○
た
け
く
ら
べ
?
そ
の
他
O
　
O
O○○
△
△
方
雷
。
昆
俗
／
3
□
鷺
□
□
口
［
3
ロ
ロ
ロ
臼
□
ロ
ロ
α
コ
雛
滋
口
〔
x
コ
Ω
［
：
］
口
方
言
／
3
@
方
言
一
般
ロ
ロ
ロ
□
［
ユ
ロ
ロ
@
　
　
○
口
日
〔
コ
ロ
n
　
　
　
O
O
O
O
O
OO
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
O
O
OO
O
方
言
一
般
（
；
ぢ
言
と
標
準
語
）
○
O
O
国
語
方
言
の
概
観
菶
汲
ﾌ
史
的
研
究
綷
ｾ
の
音
韻
0
ア
ク
セ
ン
ト
O
O
O
n
O
○
○
○
．
方
言
の
音
韻
・
文
法
綷
ｾ
の
語
彙
菶
汲
ﾌ
文
法
綷
ｾ
と
国
語
史
○
○
○
?
? O
O
n
O
｢
△
方
言
と
標
準
語
綷
ｾ
資
料
O
O
?
?
O
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5昏
6
。
5
8
．
6
0 6
1
。
6
3
．
6
5
6
6
。
6
8
．
7
0
7
1
。
7
3
．
7
5
7
6
◎
7
8
◎
8
G
8
1
。
8
3
㊥
8
5
8
6
。
各
地
の
方
言
○
○
O
O
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
東
部
?
△
△
△
△
△
ム
ム
ム
ム
ム
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
北
海
道
ζ
の
方
言
］
△
△
△
?
△
△
東
北
地
方
£
の
方
言
］
△
△
△
?
△
△
関
菓
地
方
［
の
方
言
コ
△
△
△
?
△
△
中
部
地
方
［
の
方
言
］
△
△
△
?
△
△
西
部
?
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
近
畿
地
力
£
の
：
方
書
］
△
△
△
?
△
△
中
国
地
方
［
の
方
雷
ユ
△
△
△
?
△
△
西
国
地
方
［
の
方
言
コ
△
△
△
?
△
△
九
州
。
沖
縄
?
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
九
三
塘
方
こ
の
方
謝
△
△
△
?
△
△
琉
球
方
書
?
△
△
民
俗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
こ
と
ば
と
機
械
／
K
ロ
ロ
［
コ
ロ
自
ロ
ロ
［
コ
［
コ
□
［
コ
臼
口
日
鷹
日
言
語
情
報
処
理
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
O
O
O
O○○
機
械
翻
訳
?
△
△
研
究
用
機
器
○
○
○
○
O
　
O
O
O○○
○
機
器
?
?
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
?
ワ
ー
ド
。
プ
ロ
セ
ヅ
サ
?
こ
と
ば
の
機
械
／
K
?
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
誓
ン
／
L
口
O
［
コ
ロ
門
門
日
口
口
口
口
口
口
［
］
口
［
3
鉱
】
9
の
巳
口
ロ
ロ
灘
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
謬
ン
ー
一
般
?
O
O
O
O
O
○
O
O
O
O○○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
手
書
舌
・
盃
事
?
△
△
言
語
生
活
O
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
’
○
○
○
○
○
O
O
こ
と
ば
づ
か
い
。
敬
語
。
あ
い
さ
つ
?
△
△
言
語
活
動
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
書
く
。
読
む
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
話
す
。
聞
く
?
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
ム
ム
ム
ム
ム
△
△
読
書
?
△
△
雷
語
生
活
史
?
O
O
情
報
処
理
／
K
○
○
○
○
○
○
?
話
し
こ
と
ば
／
L
o
□
〔
］
口
幕
話
し
こ
と
ば
資
料
（
録
『
き
器
）
O
O
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5 5
6
。
5
8
¢
6
0
6
1
・
6
3
。
6
5
6
8
＠
6
8
⑦
7
e7
玉
。
7
3
．
7
5 7
6
。
7
8
．
8
08
！
。
8
3
e
8
5
8
6
。
言
語
生
活
／
L
@
帯
し
こ
と
ば
鉱
］
　
［
コ
ロ
@
　
　
○
言
語
技
衛
／
L
口
　
日
実
務
技
徳
／
L
@
言
語
技
術
一
般
@
話
し
方
@
文
章
作
法
@
実
務
技
衛
ノ
K
口
□ @
○
○
@
○
@
○
@
○
○
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
隷
ン
樹
@
一
般
的
即
題
@
マ
ス
。
コ
ミ
ー
般
@
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
@
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｝
シ
ョ
ン
の
澗
題
@
新
闘
@
放
送
@
放
送
一
般
@
ラ
ジ
オ
。
テ
レ
ど
@
ラ
ジ
オ
@
テ
レ
ビ
@
広
告
。
宣
伝
@
宣
伝
@
印
劇
・
出
販
@
出
版
@
図
書
［
コ
ロ
〔
コ
宦
宸
n
n
O
O
n
O
O
n
薦
。
口
ロ
ロ
@
○
@
　
　
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
O
@
　
　
O
O
n
　
O
O
O
O
口
口
〔
コ
〔
旧
@
　
○
○
○
宸
n n
O
O
O
O
n
　
O
O
O
@
　
△
△
△
@
　
　
　
△
@
○
△
△
宦
宦
｢
△
@
　
O
O
△
n
O
口
〔
コ
ロ
［
コ
鷹
@
○
○
○
○
宦
宦
宦
宦
宦
○
○
○
○
○
宦
宸
n
O
　
@
O
O
O
　
n
?
。
［
コ
ロ
ロ
O
n
O
O
O
　
n
O
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
?
口
口
ほ
口
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
　
n
O
O
O
?
［
コ
ロ
α
コ
　
宦
宦
宦
O
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
O
O
n
O
O
?
?○O n
O
n
O
n
O
n
O
間
着
陣
　
国
齧
竭
闊
齡
ﾊ
　
国
齧
竭
閧
ﾌ
概
観
　
国
齧
竭
閧
ﾌ
歴
史
　
言
齊
梃
?
／
A
　
言
齔
ｭ
策
　
国
齔
R
議
会
　
文
嘯
ﾌ
問
題
　
国
囑
竭
閨
@
国
J
問
題
一
丁
　
音
P
。
送
り
が
な
改
驚
案
に
対
す
る
意
見
　
音
P
。
送
り
が
な
改
定
案
と
意
見
1
?
｠〔蓬
?
?
［
コ
［
貰
コ
　
　
@
　
○
　
○
n
O
O
△
｢
△
　
　
｢
○
　
宦
宸
n
O
　
｢
△
△
?
?
臼
日
口
○
○
宦
宦
?
?
ロ
〔
i
臼
O
O
n
O
O
　
　
@
　
△
?
ﾚ
こ
旧
□
O
O
n
O
O
△
△
?
?
ロ
ロ
ロ
O
O
n
O
O
?
｠＝］
口
口
口
O
O
n
O
O
?
k．O n
O
O
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5 5
6
・
5
8
．
6
e
6
1
・
6
3
．
6
56
6
。
6
8
．
7
07
1
・
7
3
．
7
5 7
6
。
7
8
．
8
G
8
1
．
8
3
・
8
5
8
6
。
音
訓
。
送
り
が
な
改
定
案
に
関
す
る
窟
見
と
資
料
?
当
用
漢
字
。
現
代
か
な
つ
か
い
△
△
△
嚢
用
漢
宇
な
ど
?
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
人
名
漢
字
の
追
加
△
新
漢
字
表
試
案
△
常
用
漢
字
表
案
?
常
用
漢
字
。
新
人
名
漢
字
?
漢
字
・
か
な
?
△
△
漢
寧
?
漢
掌
教
育
?
か
な
?
か
な
づ
か
い
△
　
　
　
△
△
△
△
△
△
?
△
?
か
な
文
字
△
ロ
ー
マ
寧
の
鎧
袖
○
○
○
ロ
ー
マ
字
△
　
　
　
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
ロ
ー
マ
掌
の
表
認
法
?
表
認
の
問
題
?
O
O
表
詑
法
○
△
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
表
謹
己
法
一
般
△
△
△
?
衰
藷
己
一
般
△
△
△
△
送
り
が
な
△
△
△
△
△
△
△
△
．
よ
こ
書
き
。
た
て
書
き
△
　
△
△
△
△
　
△
△
△
か
な
書
き
?
△
△
△
△
か
な
書
き
o
ロ
ー
マ
字
書
き
?
?
わ
か
ち
書
き
△
　
△
△
△
△
△
△
△
△
?
句
読
法
?
外
来
言
吾
?
特
殊
語
?
籍
言
吾
?
国
語
問
題
と
し
て
の
敬
語
○
敬
語
・
て
い
ね
い
語
○
標
準
語
。
共
選
語
○
共
通
語
と
方
雷
／
」
○
○
○
地
名
・
人
名
○
　
　
○
地
名
。
人
名
の
表
記
［
な
ど
］
?
○
△
△
△
国
語
教
育
／
P
口
〔
：
1
口
ロ
ロ
［
コ
｛
コ
ロ
口
ロ
ロ
ロ
臼
ロ
ロ
e
口
｛
コ
口
こ
3
口
□
口
口
口
［
］
口
口
臼
口
ロ
ロ
ロ
口
口
国
語
教
育
一
般
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
国
語
教
育
概
説
○
○
○
国
語
教
育
史
8
，
　
　
　
○
，
○
○
○
○
○
、
○
○
○
○
○
聾
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
55
6
．
5
8
・
6
06
玉
。
6
3
②
6
5 6
6
。
6
8
．
7
07
茎
。
7
3
。
7
5 7
6
。
7
8
．
8
08
1
。
8
3
．
8
6
8
6
。
教
科
課
程
w
習
指
導
w
習
指
導
一
般
○
○
○
?
?
　
○
○
○
｢
△
△
△
○
　
　
○
○
○
宦
宦
｢
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
@
　
　
　
○
○
○
学
習
指
導
の
問
題
○
○
指
導
・
学
習
の
悶
題
O
O
指
導
。
学
習
の
問
題
一
般
ｳ
育
課
程
。
学
習
指
導
要
領
w
習
指
導
要
領
?
?
△
△
学
習
誓
事
要
領
に
関
し
て
△
△
?
改
定
学
習
指
導
要
領
△
学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
関
し
て
ｳ
育
諜
程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
V
教
育
課
程
◎
改
定
学
習
指
導
要
領
?
定
学
習
指
導
要
領
。
移
行
措
置
に
関
し
て
?
△
　
△
　
　
△
△
△
指
導
学
習
の
実
践
?
ﾆ
?
?
△
△
ド
リ
ル
学
習
?
△
△
学
習
ノ
ー
ト
?
△
△
△
板
書
こ
と
ば
の
教
育
一
般
△
　
O
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
こ
と
ば
の
指
導
ｱ
と
ば
の
指
導
一
般
¥
現
と
理
解
O
○
○ @
　
△
△
?
? O
O
｢
△
撫
す
こ
と
。
聞
く
こ
と
の
指
導
△
△
△
聞
く
こ
と
。
話
す
こ
と
ｷ
・
く
。
詣
す
○
　
○
○
○
○
○
O
O
O
O○○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
　
O
O○○
闘
く
△
△
△
△
△
聞
く
こ
と
の
揖
導
△
△
△
△
話
す
△
△
△
△
△
話
す
こ
と
の
指
導
△
△
△
△
話
し
こ
と
ば
指
導
△
△
△
△
△
話
し
合
い
の
指
謬
△
△
△
討
論
。
会
議
の
潮
騒
?
研
究
発
表
の
指
導
ﾇ
む
。
書
く
十
十
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
読
む
こ
と
O
O
O
O
O
読
む ﾇ
む
・
読
書
指
導
△
△
　
　
△
?
○
○
読
み
の
指
導
一
般
△
△
読
む
こ
と
の
指
導
△
△
△
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5
5
6
。
5
8
．
6
0
6
1
。
6
3
．
6
5
6
6
。
6
8
．
7
0
7
玉
。
7
3
．
7
5 7
6
。
7
8
．
8
0
8
1
㊥
8
3
。
8
586
。
読
み
方
の
指
導
△
△
読
書
?
読
書
一
般
?
読
霞
指
導
十
÷
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
読
み
の
指
導
?
音
読
?
△
△
朗
読
指
導
?
読
解
O
読
解
一
般
?
読
解
指
導
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
薪
闇
学
習
○
新
聞
の
指
導
牽
キ
十
学
校
図
書
館
十
牽
十
?
書
く
○
○
　
　
△
．
書
く
。
作
文
播
導
O
○
○
書
く
こ
と
○
○
○
○
○
書
く
こ
と
一
般
△
　
　
△
書
く
こ
と
の
指
導
△
△
○
綴
る
こ
と
○
作
文
教
育
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
?
作
文
指
導
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
作
文
の
指
導
△
　
　
△
作
文
。
綴
方
の
指
導
△
△
生
氾
綴
方
△
△
酬
作
指
導
?
報
告
。
紀
録
文
の
指
導
?
綴
方
・
作
文
の
指
導
牽
キ
ム
?
露
配
。
手
紙
の
指
導
十
ナ
ム
△
△
△
△
△
文
藥
の
指
導
△
△
△
発
音
，
文
字
・
表
詑
教
薄
○
O
O
文
字
O
O
O
O
文
字
。
表
詑
教
育
?
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
文
字
。
表
記
指
導
?
文
字
の
捲
導
△
　
○
?
文
字
搭
導
△
△
△
表
説
の
掲
導
△
△
表
記
指
導
?
漢
字
教
育
O
漢
字
。
か
な
の
指
導
△
△
△
△
送
り
が
な
の
捲
導
△
　
1
l
　
　
　
　
　
　
　
　
l
?
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隼
5
3
・
5
5 5
6
◎
5
8
・
6
06
1
。
6
3
②
6
5 6
8
9
6
8
静
7
0
7
1
・
7
3
．
7
57
6
．
7
8
¢
8
0
8
1
．
8
3
・
8
5
8
6
。
書
：
写
?
△
△
習
宇
の
指
導
?
△
△
△
△
カ
タ
カ
ナ
ひ
ら
が
な
習
習
論
争
?
ロ
ー
マ
寧
教
育
△
△
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
　
　
△
?
ロ
ー
マ
字
教
育
一
般
△
△
△
ロ
ー
マ
掌
の
捲
導
龕
b
。
文
法
教
育
△
＋
＋
△
△
△
?
O
O
語
彙 龕
b
教
育
?
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O○○
○
○
○
○
○
○
語
彙
指
導
○
○
単
語
の
捲
導
?
文
法 ｶ
法
教
育
△
○
○
○
○
○
○
｢
　
　
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
文
法
教
育
一
般
△
△
文
法
の
指
導
△
牽
△
△
△
△
△
文
学 ｶ
学
教
育
△
△
△
○
△
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
O
O
O
O○○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
灘
葛
導
般
・
△
△
△
　
△
△
△
｢
△
△
△
文
学
の
指
導
一
般
畜
典 g
典
教
育
?
?
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
OO
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
吉
典
教
育
と
そ
の
指
導
○
○
○
△
古
典
の
指
導
ｿ
文
教
育
?
?
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O○
○
○
O
O
O
O
O
O
△△△
方
雷
と
国
語
教
育
?
標
準
語
教
育
△
△
方
雷
と
標
準
語
O
国
語
学
力
。
評
緬
O
教
育
評
僑
?
評
価
の
力
法
△
△
△
国
語
学
力
w
力
評
億
△
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
O
O
O
OO
O
教
科
書
。
教
材
○
教
科
書
。
教
材
・
教
異
△
△
△
国
語
教
科
書
糟
鼡
ｳ
科
書
。
教
替
研
究
糟
鼡
ｳ
科
書
。
教
材
論
ｳ
材
研
究
O
O
O
@
　
　
O
○
○
O
O
O
@
　
　
　
△
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
@
　
　
　
○
@
　
　
　
△
○
○ ｢
△
国
語
教
師
△
△
△
?
?
?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
5
3
．
5
5 5
6
．
5
8
0
6
0
6
1
．
6
3
◎
6
5
6
6
。
6
8
．
7
97
1
。
7
3
．
7
5 7
6
。
7
8
．
8
08
1
。
8
3
．
8
5
8
6
。
視
聴
覚
教
育
十
十
△
O
　
O
○
○
?
学
校
放
送
十
÷
新
聞
。
放
送
の
学
習
○
○
○
学
校
放
送
。
新
聞
O
幼
児
教
育
O
O
O
O
O
O
O
幼
児
の
謎
語
発
達
○
○
○
○
O
雷
語
能
力
の
発
達
△
△
△
△
△
△
△
△
?
O
O
O
O ○○
O
O
言
語
能
力
の
発
達
。
幼
児
教
育
?
○
○
特
殊
教
育
○
○
○
○
O
O
O
OO
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
日
本
語
教
育
／
Q
○
○
○
○
海
外
。
帰
国
子
女
教
育
?
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
展
望
。
動
向
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
外
国
人
に
対
す
る
田
本
語
教
育
／
e
隠
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
0
ロ
ロ
ロ
ロ
門
門
日
本
語
の
研
究
と
教
育
／
Q
?
α
コ
ロ
ロ
日
□
［
コ
目
B
本
語
教
育
一
般
○
O
O
ヨ
本
語
教
育
史
O
O
握
導
上
の
麗
麗
○
O
O
海
外
で
発
表
さ
れ
た
も
の
O
O
各
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O○
○
言
語
（
学
）
／
武
口
の
言
語
学
承
口
ロ
ロ
〔
〕
口
口
□
［
コ
ロ
幽
幽
臼
懸
鳳
鉱
］
目
〔
】
□
口
の
目
［
コ
ロ
□
口
ロ
ロ
ロ
二
二
二
二
［
コ
量
雪
五
目
弼
達
引
○
O
O
言
語
一
般
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
　
○
言
語
（
学
）
一
般
?
展
望
。
動
向
?
△
△
言
語
学
史
?
O
O
意
味
?
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
比
較
研
究
○
○
○
○
○
O
O
OO
O
O
比
較
対
照
研
究
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
対
照
研
究
○
O
O
ア
イ
ヌ
語
△
△
△
△
△
翻
訳
の
問
題
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O○○
○
○
△
△
△
自
動
翻
訳
な
ど
／
K
?
外
国
語
の
研
究
△
△
△
△
外
国
語
研
究
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
○
○
○
O
O ○
○
O
O
O○
○
O
O
雷
藷
教
育
○
○
○
外
国
語
教
鳶
（
学
習
）
p
語
教
育
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
○
O
O
O
OQ
O
O
Q
O
O
O
O
O △△
塾
Q ?
?
分
類
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隼
5
3
．
5
55
6
。
5
8
．
6
06
1
・
6
3
●
6
5
6
6
。
6
8
．
7
0
7
1
・
7
3
．
7
57
6
。
7
8
．
8
08
玉
。
8
3
．
8
58
6
。
問
題
の
紹
介
e
国
の
言
語
問
題
○
○
?
△
△
外
国
の
研
究
。
問
題
の
紹
介
○
○
○
外
国
に
お
け
る
国
語
国
字
間
題
△
△
△
△
外
国
に
お
け
る
自
国
語
教
育
O
外
国
に
関
す
る
研
究
。
問
魎
の
紹
介
O
外
翻
に
お
け
る
日
本
語
研
究
O
△
△
?
外
人
の
日
本
語
研
究
e
国
の
雷
語
問
題
（
教
育
）
○
O
@
　
　
　
O
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
○
○
○
○
言
語
心
理
芟
齒
瘧
Q
研
究
伯
ｾ
語
の
研
究
。
資
料
等
O
○
○
○
○
O
O
O
OO
O
O
O
O
@
　
　
　
O
O
O
n
O
翻
訳
／
R
□
□
□
口
圏
語
研
究
資
料
／
S
送
ｿ
ノ
S
糟
齊
送
ｿ
／
S
□
　
［
ユ
ロ
　
ロ
日
□
　
　
　
　
ロ
香
B
口
□
○
〔
］
ロ
ロ
〔
］
口
n
O
O
O
O
口
□
□
□
口
n
O
O
O
O
口
口
〔
1
［
コ
O
n
O
O
O
O
口
口
□
E
コ
日
宦
宦
宸
n
O
　
ロ ?
?
国
語
資
料
・
書
誌
／
S
?
謡
し
こ
と
ば
資
料
（
録
音
器
）
O
録
音
器
O
冒
。
葺
?
翻
刻 T
録
?
　
　
△
△
△
n
O
O
O
O
△
△
△
△
△
宦
宦
宸
n
O
△
△
△
△
△
n
O
O
O
O
△
△
△
△
宦
宦
宦
宦
○
○
書
評
・
紹
介
／
T
口
［
コ
ロ
日
口
臼
口
［
コ
日
□
［
コ
ロ
ロ
口
［
コ
。
［
コ
ロ
日
口
【
コ
ロ
［
ユ
o
日
ロ
ロ
ロ
天
天
書
評
／
T
o
そ
の
他
口
［
コ
o
　
　
口
追
補
口
ロ
ロ
目
　
口
［
コ
［
コ
口
□
o
口
口
口
こ
】
［
コ
ロ
日
〔
】
口
m
l
］
口
口
。
£
］
□
［
コ
o
ロ
ロ
目
臼
ロ
ロ
補
遺
?
ひ
0 W
注 　
1
．
r
国
語
年
鑑
」
の
昭
霜
2
9
年
販
《
’
昭
秘
6
3
年
版
に
お
け
る
，
「
雑
誌
論
文
一
覧
3
の
全
碓
類
項
鑓
を
表
に
し
て
示
し
た
。
　
2
．
い
ち
ば
ん
左
の
欄
に
は
，
分
頚
男
運
を
あ
げ
た
。
年
鑑
の
大
分
類
ご
と
に
分
け
，
申
勇
類
以
下
の
項
目
を
1
字
下
げ
で
列
挙
し
た
。
そ
の
窃
倶
1
に
は
　
　
該
当
す
る
年
の
所
に
以
下
に
記
す
紀
弩
を
懲
け
た
。
同
ご
分
類
項
目
が
，
い
く
つ
か
の
t
h
類
に
ま
た
が
っ
て
出
て
い
る
場
合
の
相
互
の
関
連
は
示
さ
な
　
　
か
っ
た
。
例
え
ば
，
「
言
語
生
活
」
は
，
5
6
，
5
8
，
5
9
年
に
は
そ
れ
窟
体
が
大
分
類
と
し
て
，
5
7
，
5
9
湘
6
4
妬
に
は
r
函
語
学
」
の
中
分
類
と
し
て
，
6
5
　
　
無
以
降
は
r
漂
ミ
。
u
」
ケ
ー
シ
ョ
ン
3
の
中
分
類
と
な
っ
て
い
る
。
　
3
。
こ
i
は
大
分
顛
，
O
は
中
分
額
，
△
は
小
｛
分
類
，
＋
は
更
に
そ
の
下
の
分
類
を
添
す
。
　
4
．
各
大
分
類
の
坪
網
は
，
現
在
の
国
語
年
鑑
に
基
づ
い
て
い
る
。
現
在
，
対
応
す
る
大
分
類
が
な
い
も
の
は
，
そ
れ
に
近
い
分
穎
の
後
ろ
に
付
け
た
。
　
　
中
分
類
以
下
の
配
列
も
，
上
認
の
方
針
で
行
っ
た
が
，
項
目
の
関
連
性
に
よ
っ
て
適
宜
手
序
を
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
　
5
．
表
記
の
違
い
，
董
び
顧
の
違
い
な
ど
，
分
類
名
の
些
細
な
違
い
は
無
視
し
て
，
統
一
し
た
。
頽
運
の
分
類
を
統
一
す
る
際
に
［
］
l
e
入
れ
て
示
し
　
　
た
も
の
が
あ
る
。
碗
え
ば
，
北
海
道
£
の
方
縦
は
，
r
北
海
道
」
あ
る
い
は
弱
ヒ
海
道
の
熱
雷
j
と
い
う
分
類
を
一
緒
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
6
．
追
補
，
書
評
。
紹
介
に
お
け
る
中
労
類
以
下
ζ
ま
省
略
し
た
。
　
7
．
分
類
項
霞
の
後
ろ
に
，
／
A
な
ど
と
説
し
た
紀
号
は
，
そ
の
項
隠
が
r
日
本
語
研
舞
文
献
文
献
§
録
」
で
ど
の
分
類
に
わ
り
ふ
ら
れ
て
い
る
か
を
酪
号
　
　
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
分
類
以
下
で
，
そ
の
所
属
す
る
大
分
類
と
属
じ
略
号
が
幽
く
も
の
に
つ
い
て
は
省
酪
し
た
。
略
号
は
以
下
の
と
お
り
。
　
　
A
：
図
語
学
一
般
　
B
：
国
語
史
　
C
：
音
声
⑧
音
讃
　
D
：
文
字
。
表
記
　
E
：
語
彙
　
F
：
文
法
　
G
：
待
遇
表
現
　
H
：
文
章
。
文
体
　
　
1
：
古
典
の
帳
締
　
」
：
方
君
　
K
：
日
本
語
情
報
処
理
　
L
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
M
：
マ
ス
。
コ
ミ
ュ
，
＝
ケ
ー
シ
召
ン
　
N
：
国
語
問
題
　
　
P
：
国
二
二
教
育
　
Q
：
瞬
；
本
州
吾
教
育
R
：
書
崩
吾
学
　
S
：
園
語
研
究
資
料
丁
：
書
評
。
凹
凹
介
　
　
　
（
「
欝
鍮
」
は
，
8
4
年
ま
で
な
の
で
，
8
5
無
以
鋒
の
分
籟
項
羅
に
つ
い
て
は
，
所
属
は
未
定
で
あ
る
。
ま
た
，
r
そ
の
他
j
r
追
補
」
r
補
遺
」
は
　
　
そ
の
中
分
類
に
よ
っ
て
各
分
類
に
わ
り
ふ
ら
れ
て
い
る
）
付
表
2
　
分
類
の
謎
正
元
の
分
類
年
鑑
の
中
・
小
分
類
該
当
庫
訂
正
後
の
分
頽
文
献
数
国
語
一
般
雷
電
生
活
5
7
，
6
0
帽
6
4
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン玉3
6
ノ
ノ
雷
語
活
動
6
王
～
6
4
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
4
8
〃
話
し
こ
と
ば
6
0
曜
6
3
コ
ミ
ェ
ニ
ケ
ー
シ
隷
ン
5
0
〃
こ
と
ば
と
機
械
6
0
解
6
2
零
本
語
情
報
処
理
3
1
?
意
味
6
レ
》
6
4
雷
語
学
2
5
国
語
史
音
声
・
音
韻
一
追
補
8
玉
～
8
3
音
声
。
音
韻
2
2
文
法
文
法
一
敬
語
法
8
3
．
8
4
待
遇
表
現
3
7
文
章
。
文
体
翻
訳
の
問
題
5
7
’
》
6
3
言
語
学
6
2
国
語
問
題
外
国
の
国
語
問
題
5
3
～
5
5
雷
語
学
1
1
1
?
外
國
の
国
語
国
字
閲
題
5
6
雷
語
学
4
1
〃
言
語
時
評
5
4
～
5
6
国
語
一
般
1
0
2
?
?
国
語
問
題
の
概
説
一
書
語
髭
男
5
7
～
5
9
濁
語
一
般
1
0
6
?
共
通
語
と
方
言
5
7
～
5
9
方
霊
1
4
